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品川区のにぎわいを拡充します
町会・自治会への支援の拡充
　町会・自治会が新たに立ち上げた事業を定着化させる
までの補助や、倉庫等を借り受ける場合の賃借料の補助
などにより支援を拡充し、町会・自治会活動の活性化を
より一層促します。

プレミアム付商品券の発行を拡大
　品川区商店街振興組合連合会が春・秋に発行する 10％
のプレミアム付区内共通商品券について、秋季発行額を 2
億 2 千万円増額。総額 8 億 8,000 万円分の商品券を発行

し、プレミアム分である 8,000
万円を助成することにより、地
域商業の活性化を図ります。

東京 2020 大会を盛り上げます！
　東京 2020 大会まで残り１年となりました。
　東京 2020 大会開催に向けた機運の醸成を図り、区全
体のムードを盛り上げます。

障害者支援の場を拡大します 災害への備えを強化します

子育て支援を進めます

お金の使いみちが決まりました

一 般 会 計 予 算

平成31年度予算審査のあらましをお知らせします 

1,877億5,400万円

特別区税
47,821,000
(25.5%)

特別区交付金
42,100,000
(22.4%)

民生費
92,605,479
(49.3%)

土木費
31,775,740
(16.9%)

教育費
24,550,887
(13.1%)

一般会計 ( 千円 )

歳 出

一般会計 ( 千円 )

歳 入

総務費
21,179,726
(11.3%)

衛生費
12,399,094

(6.6%)

産業経済費
2,743,146
(1.5%)

公債費
1,342,067
(0.7%)

議会費
857,861
(0.5%)

予備費
300,000
(0.2%)

国庫支出金
27,750,525
(14.8%)

繰入金
24,978,812
(13.3%)

都支出金
16,094,614

(8.6%)

地方消費税交付金
8,050,000
(4.3%)

諸収入
7,452,507
(4.0%)

使用料及び手数料
4,369,387
(2.3%)

分担金及び負担金
3,088,869
(1.6%)

繰越金
3,000,000
(1.6%) その他

3,048,286
(1.6%)
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特別会計予算総額

720億5,718万8千円

平成31年度一般会計予算の内訳

会　　計 予算額 前年度当初予算額 伸　率

一 般 会 計 187,754,000 174,578,000 7.5%

国民健康保険事業会計 36,417,815 37,962,773 △ 4.1%

後期高齢者医療特別会計 8,646,865 8,341,264 3.7%

介 護 保 険 特 別 会 計 25,492,508 24,475,749 4.2%

災 害 復 旧 特 別 会 計 1,500,000 1,500,000 0.0%

平成31年度予算 （単位：千円）

会　　計 補正額 最終予算額

一 般 会 計 1,021,981 175,992,789

国民健康保険事業会計 78,102 38,040,875

後期高齢者医療特別会計 △ 24,793 8,316,471

介 護 保 険 特 別 会 計 800,010 25,275,759

平成30年度補正予算 （単位：千円）

　2 月 22 日の本会議において、予算特別委員会を設置し、平成31年度予算および平成30年度補
正予算の審査を付託しました。慎重審議の結果、すべて原案のとおり可決しました。
　予算の内訳は下記をご覧ください。左ページでは主な事業をご紹
介しています。
　予算特別委員会の構成は、以下のとおりです。

　■ 委員長：たけうち 忍　■ 副委員長：高橋 伸明、中塚 亮
　■ 理事：木村 けんご、須貝 行宏、吉田 ゆみこ　■ 委員：議長を除く全議員
＊平成31年度予算に対する各会派の意見表明は４〜５ページに、総括質疑は19ページに掲載しています。

心身障害者福祉会館を
　荏原地区の地域生活支援拠点に
　心身障害者福祉会館（旗の台五丁目 2 番）について、「荏
原地区の地域生活支援拠点」として以下の機能を強化します。
★障害児相談支援
★訪問リハビリの実施
★医療的ケアへの対応
★荏原地区地域生活支援拠点機能強化

障害者の相談の場を拡大します
　地域共生社会の実現のため、障害者の相談を身近な地
域で受けられるよう、地域に根付いている在宅介護支援
センターの一部で相談支援事業を実施できるようにする
ほか、民間の相談事業所を誘致します。

小・中学生のインフルエンザワクチン接種費用
の一部を助成します
　小・中学生のインフルエンザワクチ
ンの接種費用を一部助成し、重症化を
予防するとともに集団感染・学級閉鎖
を防止します。

高校生の入院医療費を助成します
　高校生の保険診療によ
る入院医療費の自己負担
分および入院時の食事療
養標準負担額を助成する
ことで、経済的負担の軽減
を図ります。

区有施設へのエアコン等設置⇒暑さ対策により快
適な施設利用の促進を図ります。

感震ブレーカーのさらなる普及促進を図ります
　震災時の通電火災を抑制するため、｢不燃化推進特定整
備地区｣ を対象に感震ブレーカー ( 分電盤タイプ ) 設置費
用の一部を助成していますが、これに加えて簡易タイプ
の導入や補助率の見直しを行い、感震ブレーカーのさら
なる普及促進を図ります。
※�感震ブレーカーとは、地震等による大きな揺れを感知したと

きにブレーカーを自動で落として電気を止める機器です。

避難所などの設備を整え、災害に備えます

防災機能強化・にぎわいづくり・
福祉の充実などをめざし、用地取得

等の取り組みを進めています
　林試の森公園（小山台二丁目）に隣接する国家公務員
宿舎旧小山台住宅跡地等について、区は現在、防災機能
の強化、地域のにぎわいづくりや福祉の充実を目的とし
て、5,000㎡超の用地取得を要望しています。
　具体的な活用案
を作成し、早期取
得、早期活用に向
けた検討を進めて
いきます。

想定されている活用方法（案）

都立林試の森公園
（東京都設置）

約0,18ha

社会福祉施設
（品川区設置）

約0,55ha

荏原消防署小山出張所
（東京消防庁設置）

約0,17ha

都立林試の森公園
（東京都設置）

約2,0ha

区民避難所等にソーラーパネル付ポータブル蓄電池を
配備⇒災害による大規模停電に備えます！

　児童センターや区立保
育園において、様々なス
ポーツイベント等を通じ
て、東京 2020 大会、お
よびスポーツや世界の
国々に対する子どもの興
味・関心を高めます。

　区内開催・応援競技（ホ
ッケー、ビーチバレーボー
ル、ブラインドサッカー）
について、より多くのか
たに興味を持っていただ
けるよう、イベント開催
等の取り組みを行います。
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各会計に対する各会派の賛否
会　　計 結　果 自・未 公　明 共　産 民・無 無　品 ネット
一般会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成

国民健康保険事業会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 反対
後期高齢者医療特別会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成

介護保険特別会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成
災害復旧特別会計 可決 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

平成31年度予算に対する
各会派の意見表明

※各会派から提出されたものを原文のとおり掲載しています。

　国民民主党・無所属クラブは平成31年度一般会計予算
をはじめ、国民健康保険事業会計、後期高齢者医療特別
会計、介護保険特別会計、災害復旧特別会計の各会計予
算案全てに賛成します。平成31年度予算は過去最大の前
年度比プラス7.5%となる約1877億5400万円です。長期基
本計画の策定を前に次なる一歩を踏み出す為の積極予算
とし、「にぎわい」「防災」「福祉・健康」「子育て・ 
教育」の４つの分野を重点施策と位置づけ強化し取組む
姿勢は評価します。しかし依然として経済の回復の実感
など無く、また消費税増税の影響が懸念される中、厳し

い経済状況が続いています。経済対策をはじめ、従来の
重点・緊急課題であった防災対策、子育て支援、高齢者
や障がい者への施策の充実など早期解決を求めます。ま
たAIやIoT等の活用や情報発信のあり方、羽田新飛行ルー
ト、学校教育、東京2020大会などの課題への積極的な取
組みも求めます。現代社会においては、変化のスピード
が早く多様なニーズがあり、迅速かつ柔軟な対応・対策
が必要です。ダイバーシティの視点も求められています。
今回の予算特別委員会において、我が会派が指摘・提案
した各項目を真摯に受け止め事業展開を求めます。

国民民主党・無所属クラブ
　５月から新たな元号となる平成31年度に向け、区では
最大規模となる予算を編成しました。新たな人口動向に
よると品川区内人口が今後も増え続けると予想されます。
　歳入では順調に特別区民税収入が増え続けるものの、
他自治体へのふるさと納税による流出の影響は増大し、
引き続きの対策が求められます。
　歳出では現在策定中の長期基本計画において今後の施
策を行う上で重要な一年となるべく、五反田バレーを代
表したIT系企業向け支援や、児童虐待や子どもを取り巻
く環境に対応すべく児童相談所の設置、需要と供給のバ

ランスが取れているものの、今後増え続ける保育需要へ
の対応等堅実な予算が組まれています。また、東京オリ
ンピック・パラリンピックを迎えるにあたっての施策も
充実しており本番開催に向け万全の準備を進められるよ
うお願いします。教育施策では、学校選択制の大きな変
更が新年度に予定しています。地域の保護者、児童に漏
れることなく制度周知されるよう求めます。他にも、コ
ミュニティＦＭの充実や防災対策、水辺の利活用、区民
の健康増進、福祉の充実など会派で提案、要望した政策
が予算に反映しており、施策が具体化するよう望みます。

品川区議会自民党・子ども未来

　品川区一般会計、国民健康保険事業会計と後期高齢者
医療・介護保険・災害復旧の３つの特別会計の各予算に
賛成します。区民税と財調の歳入が増え一般会計予算は
約1877億円と過去最大となりました。一部の大企業は増
収、給与も上がり、商品やサービスを値上げしています
が、大半の国民は所得も増えず、増税・介護・医療や物
価上昇により実質所得が減ったため将来の不安から節約
が進み消費は停滞しています。中小企業は値上げができ
ず厳しい経営状況の上に、後継ぎ問題や人手不足により
廃業や倒産は続いています。年金所得だけの高齢者、非

正規雇用者、子育て世帯、一部の正規雇用者などの低所
得者層が増え続け、若年層の貧困や老後破産も急増して
います。区は産業振興対策、大災害に備えた防災対策、
待機児童対策、医療・介護などの高齢者対策等に重点を
置くと共に、低所得者層に対する生活支援を拡充して頂
きたい。また低賃金で社会を支えている民間の保育士や 
幼稚園教諭や介護士の処遇を早急に改善するべきです。
そして、これからの社会を担う子ども達に増え続けてい
る、いじめ・不登校・自殺・児童虐待などから乗り越え
られる教育と相談しやすい学校を築いて頂きたい。

無所属品川
　一般会計歳入は、過去最大1,877億円となり、歳出で
は、町会・自治会支援等の総務費20.1％、福祉関連の民
生費6.3％、教育費22.6％とそれぞれ前年度からの伸び 
となり、福祉向上型、区民生活密着型予算と言えます。
施策では、学校・学校以外の体育館空調整備に11億円が
計上され、コミュニティバス導入検討、子どもインフル
エンザ予防接種・高校生医療費助成、ブロック塀等安全
化、居住支援協議会、待機児童解消やオアシスルーム拡
充等在宅子育て支援、幼児教育無償化への対応等、公明
党が区民要望の実現に向け取り組んできた多くのサービ

スの創設や拡充が盛り込まれたことを評価します。
　来年度は、新元号制定、消費税率改定等、また、東京 
2020大会を控え、区民生活に大きな変化が表れる他、近
年発生している地震や豪雨などの自然災害は、各地に
甚大な被害をもたらしており、その備えは、品川区にお
いても、ますます重要な課題となります。防災・減災を
政治や社会の主流に置く時代と言え、災害含め様々な事 
象から生命と暮らしを守るための取組みの強化へ、私ど
もも尽力してまいります。そのために、区にあっては、
さらに堅固で柔軟な財政運営の構築・強化を要望します。

品川区議会公明党

　国保会計は保険料のさらなる上昇を招き、皆保険制度
の破綻につながりかねず、反対です。
　開設が大幅に遅れた障害児者総合支援施設について、
10月の開設に向けては利用者・事業者・区の認識に食い
違いが起きないよう強く求めます。障がい児・者の相談
支援体制は相談窓口の数と相談の質の向上を求めます。
　高齢者・障がい児・者への福祉政策を推進するととも
に、介護離職やダブルケアー、ヤングケアーなどケアー
者への支援の視点を施策に反映させることを求めます。
　性の多様性への理解推進が「マイセルフ品川プラン」

に位置付けられたことを評価します。ここに掲げられた
重点施策に早急に取り組むことを求めます。
　区立保育園、小・中学校の給食の放射能検査の継続を
評価します。放射能に限らず、さまざまな化学物質につ
いて予防原則に則った施策を求めます。
　羽田新ルート計画は、区が、品川区の上空を低空飛行
するルート案に反対することを強く求めます。この問題
は国の政策ですが、区民の暮らしに関わる自治体政策に
つながります。品川区は地方公共団体として、地方自治
の本旨にのっとった責任のある判断を行うべきです。

品川・生活者ネットワーク
　平成31年度の一般会計、国民健康保険事業会計、後期
高齢者医療特別会計、介護保険特別会計に反対、災害復
旧特別会計に賛成いたします。以下理由を述べます。
　安倍政権による消費税10％増税などの悪政から、区民
生活を守り抜く区政を求めてきましたが、品川区にその
姿勢はなく、品川区の福祉は23区で最低です。その結果、
基金は約969億円と過去最高に。この基金は今こそ福祉
の向上に充てるべきです。
　認可保育園の不承諾通知が915人。早急な認可保育園
増設とつめこみ保育の解消、園庭の確保を求めます。国

保料は引き下げを求めます。荏原四中跡、東大井都営住
宅跡、旧第一日野小跡は特養ホーム、障害者施設、認可
保育園、公園などの整備・増設を住民参加で検討するこ
と。住宅耐震化・不燃化支援事業、感震ブレーカー助成
は区内全域に拡大すること。羽田新ルート問題で、区長
は反対を表明し、区民と共に撤回を国に求めるべきです。
　学力テスト、学校選択制は中止を求めます。
　災害復旧特別会計は、いずれも一般会計で行える事業
ですが、内容は災害発生後の急を要する経費に限定され
ていることから賛成といたします。

日本共産党品川区議団
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これまで中学生までを対象としていましたが、
18歳に達した日以後の最初の３月31日まで助成対象の範囲を拡大します。

入院に係る医療費の助成対象の範囲を高校生まで拡大します
第19号議案　品川区子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

品川区のこのようなことが
決まりました

品川区のこのようなことが
決まりました

今回審議した議案等は

　　 区長提出議案……33件
　　 議員提出議案……  2件
　　 請願・陳情………29件

計64件

児童相談所の開設準備などによる増員を行う一方、執行体制の見直し等による減員を行い、
職員の定数を2,480人から９人増員の2,489人とします。

下記の決議が、起立採決により全会一致で可決されました。

児童相談所の開設準備などのために職員の定数を変更します
第11号議案　品川区職員定数条例の一部を改正する条例

「品川上空を飛行する羽田新ルート計画に関する決議」を可決しました
議員提出第２号議案　品川上空を飛行する羽田新ルート計画に関する決議

児童相談所設置に向けた取り組みについて

Q 助成の方法を償還払い方式　（※１）とした
理由は。

委員会での質問

議案審議
−  平成31年第1回定例会  −

A 現状、15歳未満の方が東京都以外の医療機
関で診療を受けた場合等においては償還
払い方式で支給しているため、それと同
様に考えています。

会期35日間：平成31年２月20日～３月26日

内容等 定数増減見込数

増
児童相談所開設準備
による増員や業務増
による増員など

21人

減

区立保育園や小・中
学校における用務職
員について、非常勤
職員や民間活力の活
用による退職不補充
など

△12 人

計 ９人

※１ 償還払い方式とは、医療機関の窓口で自己負担金を支払い、後日、区に支給申請をする方式のことです。

　平成29年４月の改正児童福祉法の施行により、従来の都道
府県・政令指定都市・中
核市に加えて、新たに特
別区も児童相談所を設置
することができるように
なりました。この法改正
を受けて、区は、2022年
4月の開設をめざし、児童
相談所の設置に向けて準
備を進めています。

品 川 区 清 掃 事 務 所
北 品 川 分 室

要
津
橋

東
海
道
本
線

目 黒 川

山 手 通 り

子供の森公園
（かいじゅう公園）

品川学園

児童相談所整備計画地

児童相談所整備計画地案内図（北品川三丁目10番）

　国土交通省は、羽田空港の国際便増便のため新飛行経路案を示し、2020 年
東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催までに実施する計画である。
　品川区議会はこの間、品川区上空を飛行するこの新飛行ルート案に対して、
２回の意見書提出を行い、現在、国土交通省により教室型説明会の実施等がな
されているが、説明も対策も未だ十分とは言えないまま、実施まであと１年余
と迫っている。
　危険性が指摘される中で、南風時の１日４時間のうち３時間とはいえ、品川
区上空を飛行することは、多くの区民に理解しがたい現状がある。落下物、騒
音への不安、国の説明・周知不足等の理由により、品川区上空を低高度で飛行
する新飛行ルート案を容認することはできない。
　品川区議会は、国土交通省に対して品川区上空を飛行しないルートへの再考
を強く求める。

　以上、決議する。

平成 31 年３月 26 日
品　川　区　議　会

品川上空を飛行する羽田新飛行ルート計画に関する決議

※上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。
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第１回定例会の議決結果  全会一致で可決した議案

議案番号 件　　　名

9 平成31年度品川区災害復旧特別会計予算

13 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例

14 品川区職員住宅資金融資あつ旋条例を廃止する条例

15 品川区子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例

17 品川区児童育成手当条例の一部を改正する条例

18 品川区ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

19 品川区子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例（６ページに説明を掲載）

20 品川区立高齢者住宅条例の一部を改正する条例

21 品川区障害者福祉手当条例の一部を改正する条例

22 品川区手数料条例の一部を改正する条例

23 品川区道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例

24 品川区法定外公共物管理条例の一部を改正する条例

25 品川区立公園条例の一部を改正する条例

26 品川区立学校の学校医、学校歯科医および学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例

29 学校教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

31 指定管理者の指定について（区立障害児者総合支援施設）

32 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（後藤 基 氏）

33 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（長谷川 一也 氏）

議員提出 
２ 品川上空を飛行する羽田新飛行ルート計画に関する決議 ( ７ページに決議文を掲載）

第１回定例会の議決結果  意見の分かれた議案

議案
番号 件　　　名 結果 自・未

⑾
公 明
⑻

共 産
⑻

民・無
⑸

無 品
⑵

ネット
⑵

無所属議員
（50音順）

⑴ ⑴ ⑴

1 平成30年度品川区一般会計補正予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※

2 平成30年度品川区国民健康保険事業会計補正予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※

3 平成30年度品川区後期高齢者医療特別会計補正
予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※

4 平成30年度品川区介護保険特別会計補正予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※

5 平成31年度品川区一般会計予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※

6 平成31年度品川区国民健康保険事業会計予算 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ※

7 平成31年度品川区後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※

8 平成31年度品川区介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※

10
品川区行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用および特定個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例

可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ※

11 品川区職員定数条例の一部を改正する条例
（７ページに説明を掲載） 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ※

12 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※

16 品川区女性福祉資金貸付条例を廃止する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ※

27 幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する
条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※

28 学校教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する
条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※

30 品川区国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ※

議員提出
１

品川上空を飛行する羽田新飛行ルート計画に反対
する決議 否決 × × ○ × ○ ○ × ○ ※

○…賛成　×…反対　( 数字 )は所属議員数
　無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。　※…議長のため議決に加わっておりません。
●�会派名は次の略語で記載しています。 

自・未……品川区議会自民党・子ども未来　公明……品川区議会公明党　共産……日本共産党品川区議団
　民・無……国民民主党・無所属クラブ　無品……無所属品川　ネット……品川・生活者ネットワーク
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施
政
方
針
を
受
け
て

問
平
成
21
年
に
策
定
さ
れ
た
長
期
基
本
計

画
へ
の
評
価
と
、
今
後
策
定
を
進
め
る

基
本
計
画
に
お
け
る
新
た
な
課
題
等
は
。

答
待
機
児
対
策
や
特
養
ホ
ー
ム
整
備
等
、

計
画
に
掲
げ
た
様
々
な
施
策
を
着
実
に

実
現
し
て
き
た
。
新
計
画
に
お
い
て
は
、

木
造
密
集
地
域
の
解
消
や
高
齢
者
人
口

増
加
へ
の
対
応
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
予
算
編
成
過
程
を
可
視
化
し
て
い
く
こ

と
は
議
会
活
動
に
と
っ
て
も
有
効
と
考

え
る
が
、
現
在
の
検
討
状
況
は
。

答
予
算
編
成
の
動
き
を
公
表
す
る
こ
と
で

区
民
へ
の
説
明
責
任
や
透
明
性
向
上
に

つ
な
が
る
。
区
民
に
わ
か
り
や
す
い
公

表
の
あ
り
方
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
く
。

に
ぎ
わ
い
の
拡
充
に
つ
い
て

問
消
費
増
税
に
対
し
て
、
区
民
や
区
内
中

小
企
業
へ
の
区
独
自
支
援
の
考
え
は
。

答
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
区
内
商
品
券
や
、

国
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
策
を
契

機
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
等
の
導

入
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
に
努
め
る
。

問
区
内
で
は
各
商
店
街
が
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を

作
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
商
店
街
の

最
寄
り
の
公
園
等
に
設
置
し
て
み
て
は
。

答
商
業
支
援
や
地
域
活
性
化
等
の
観
点
か

ら
、
実
現
に
向
け
研
究
し
て
い
く
。

問
町
会
活
動
活
性
化
条
例
が
制
定
さ
れ
て

２
年
が
た
つ
が
、
こ
の
間
の
評
価
は
。

答
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の
町
会
加
入
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
等
好
評
を
頂
い
て
い
る
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
町
会
・

自
治
会
役
員
が
作
成
や
改
訂
に
あ
た
っ

て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
作
成
状

況
や
区
民
へ
の
周
知
の
状
況
は
。

答
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
た
現
地

確
認
な
ど
が
完
了
し
、
避
難
所
ご
と
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。
完
成

し
た
際
に
は
、
そ
の
旨
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
な
ど
周
知
し
て
い
く
。

問
ペ
ッ
ト
を
飼
育
し
て
い
る
区
民
に
向
け

て
、
同
行
避
難
に
つ
い
て
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
平
常
時
か
ら
ペ
ッ
ト
の
適
正
な
飼
育
の

必
要
性
や
、
災
害
発
生
時
の
対
応
に
つ

渡
部
　
　
茂
　
議
員

（
自
・
未
）

い
て
普
及
啓
発
し
て
い
く
。

福
祉
と
健
康
の
充
実
に
つ
い
て

問
高
齢
者
が
地
域
で
の
暮
ら
し
を
続
け
ら

れ
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
上
で
、
民
生

委
員
と
の
関
わ
り
や
町
会
、
高
齢
者
ク

ラ
ブ
で
の
支
援
も
重
要
と
な
る
。
支
援

を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
情
報
は
、
地
域

内
の
関
係
者
で
共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
区
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
情
報
を
把
握
し
、
必
要
な
情
報
を
共

有
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
は
区
や
介

護
事
業
者
、
医
療
機
関
が
双
方
で
情
報

共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
よ

り
的
確
で
迅
速
な
支
援
に
努
め
て
い
る
。

問
介
護
予
防
の
原
点
は
「
今
日
、
行
く
と

こ
ろ
が
あ
る
」「
今
日
、
用
が
あ
る
」

が
重
要
。
町
会
活
動
に
お
い
て
町
会
員

が
往
訪
す
る
の
で
は
な
く
、
高
齢
者
に

来
訪
い
た
だ
く
活
動
を
し
て
い
る
町
会

に
対
し
、
介
護
予
防
の
観
点
か
ら
助
成

金
を
出
す
な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
を
。

答
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
を

継
続
す
る
た
め
に
は
、
身
近
な
地
域
で

手
軽
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。
介
護
予
防
の
観

点
か
ら
の
町
会
に
対
す
る
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、
制
度
の
効
果
や
財
源
な
ど

総
合
的
に
研
究
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
と
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

問
新
学
事
制
度
審
議
会
で
小
学
校
入
学
時

の
学
校
選
択
制
度
の
変
更
な
ど
の
答
申

が
出
さ
れ
た
が
、
地
域
や
保
護
者
等
へ

の
説
明
の
状
況
は
。

答
昨
年
の
秋
以
降
、
区
内
全
13
地
区
の
町

会
・
自
治
会
長
会
議
や
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
会
長
会
に
お
い
て
説
明
し

て
き
た
。
再
来
年
度
か
ら
の
新
制
度
実

施
に
向
け
、
未
就
学
児
の
保
護
者
を
中

心
に
丁
寧
な
周
知
に
努
め
て
い
く
。

問
区
で
も
児
童
・
生
徒
に
各
種
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
意
見
は

学
校
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
扱
い
を
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答
匿
名
で
の
記
入
や
個
別
の
封
筒
に
入
れ

て
の
回
収
な
ど
、
個
人
情
報
を
慎
重
に

扱
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

問
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
等
を
所
管
す
る
子

ど
も
未
来
部
と
学
校
を
所
管
す
る
教
育

委
員
会
と
は
今
以
上
の
連
携
が
必
要
と

考
え
る
が
、
現
状
の
連
携
体
制
は
。

答
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
の
運
営
協
議
会
に

学
校
管
理
職
等
が
出
席
す
る
な
ど
、
運

営
面
に
お
い
て
も
強
く
連
携
し
て
い
る
。

問
「
子
育
て
す
る
な
ら
品
川
区
」
の
声
に

応
え
る
た
め
、
相
談
体
制
の
構
築
や
、

保
育
園
な
ど
の
計
画
的
改
築
に
あ
わ
せ

た
民
間
活
用
の
体
制
の
構
築
等
、
さ
ら

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答
健
全
財
政
維
持
、
民
間
活
力
活
用
の
観

点
か
ら
不
断
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

平成31年第１回定例会では、区政全般について、
４名の議員が代表質問を、６名の議員が一般質問を
行いました。以下、概要をお知らせします。

区政をきく
（代表質問・一般質問）

２
月
20
日（
水
）

渡
部
　
　
　
茂
　
議
員
（
自
・
未
）

若
林
　
ひ
ろ
き
　
議
員
（
公
　
明
）

安
藤
　
た
い
作
　
議
員
（
共
　
産
）

２
月
21
日（
木
）

石
田
　
し
ん
ご
　
議
員
（
民
・
無
）

代表質問

２
月
21
日（
木
）

新
妻
　
さ
え
子
　
議
員
（
公
　
明
）

石
田
　
ち
ひ
ろ
　
議
員
（
共
　
産
）

高
橋
　
　
伸
明
　
議
員
（
自
・
未
）

松
永
よ
し
ひ
ろ
　
議
員
（
民
・
無
）

つ
る
　
伸
一
郎
　
議
員
（
公
　
明
）

２
月
22
日（
金
）

芹
澤
　
裕
次
郎
　
議
員
（
自
・
未
）

一般質問

会派名は次の略語で記載しています。
自・未……品川区議会自民党・子ども未来　公明……品川区議会公明党
共産……日本共産党品川区議団　民・無……国民民主党・無所属クラブ
無品……無所属品川　ネット……品川・生活者ネットワーク

代表質問とは
会派を代表した議員が、区長の施政方針な
どに対して行う質問です。品川区議会では、
通常、第1 回定例会で行われます。

一般質問とは
議員が、区の行政全般にわたり、区長をは
じめとする執行機関に対して行う質問です。
各定例会で行われます。
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代表質問 代表質問
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新
し
い
長
期
基
本
計
画
は
、
安
倍
政
権

の
暮
ら
し
破
壊
の
悪
政
か
ら
区
民
を
守

る
防
波
堤
と
な
る
計
画
に

問
今
年
は
今
後
10
年
の
区
政
運
営
の
方
針

を
定
め
る
新
た
な
長
期
基
本
計
画
策
定

の
年
だ
が
、
こ
の
計
画
は
社
会
保
障
を

削
る
国
の
悪
政
か
ら
暮
ら
し
と
福
祉
を

守
る
区
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
、
と
い

う
立
場
に
立
て
な
い
の
か
。

答
そ
も
そ
も
区
の
基
本
的
役
割
が
住
民
の

福
祉
の
増
進
で
あ
り
、
長
期
基
本
計
画

も
そ
の
た
め
に
策
定
す
る
。

情
報
公
開
は
区
民
参
加
の
大
前
提

長
期
基
本
計
画
に
区
政
へ
の
区
民
参
加

を
位
置
づ
け
よ

問
区
は
「
区
の
情
報
は
区
民
の
財
産
」
と

認
め
な
が
ら
、
情
報
公
開
に
あ
た
っ
て

は
「
特
定
の
者
の
た
め
の
事
務
な
の
で
、

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
区
民
、
外
国
人
を
含
め
た
来
街
者
等
へ

の
災
害
時
の
情
報
提
供
は
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
対
策
と
し
て
公
明
党
は
昨

年
の
第
４
回
定
例
会
で
も
、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
あ
り
方
、
文
字
に
加
え
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
音
声
も
聞
け
る
ア
プ
リ

等
の
開
発
を
取
り
上
げ
、
前
向
き
な
答

弁
が
あ
っ
た
。
ア
プ
リ
等
新
た
な
ツ
ー

ル
へ
の
来
年
度
の
取
り
組
み
は
。

答
情
報
の
提
供
・
収
集
方
法
に
つ
い
て
既

存
シ
ス
テ
ム
の
整
理
・
統
合
を
進
め
て

お
り
、
来
年
度
は
そ
の
結
果
に
基
づ
き

ア
プ
リ
導
入
を
含
め
具
体
化
し
て
い
く
。

問
新
た
に
開
始
し
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
へ

の
安
全
化
工
事
助
成
制
度
の
実
績
や
見

え
て
き
た
課
題
は
。

答
18
件
の
事
前
相
談
の
う
ち
３
件
の
助
成

経
費
を
他
の
住
民
に
転
嫁
す
る
の
は
妥

当
で
は
な
い
」
と
し
て
公
開
手
数
料
を

徴
収
し
て
い
る
。
情
報
公
開
は
区
政
発

展
に
な
る
と
い
う
位
置
づ
け
に
変
え
、

手
数
料
の
無
料
化
を
求
め
る
。

答
従
来
か
ら
個
人
の
権
利
・
利
益
を
擁
護

し
つ
つ
区
政
の
透
明
性
を
確
保
し
、
区

民
と
の
信
頼
関
係
の
強
化
を
目
的
に
適

切
な
運
用
に
努
め
て
い
る
。
運
用
に
あ

た
り
、
公
開
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
で
生
じ

る
さ
ま
ざ
ま
な
役
務
の
提
供
の
対
価
と

し
て
条
例
を
定
め
手
数
料
を
徴
収
し
て

い
る
。

羽
田
新
ル
ー
ト
計
画
の
実
施
ま
で
あ
と

１
年
に
迫
る
な
か
、
区
民
の
意
思
表
明

の
た
め
品
川
区
民
投
票
の
実
施
を
求
め

る問
実
施
ま
で
あ
と
１
年
、
計
画
撤
回
を
表

明
し
な
け
れ
ば
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
。

新
ル
ー
ト
へ
の
区
の
態
度
の
決
定
に
、

区
民
が
賛
否
の
意
思
表
示
を
で
き
る
よ

う
、
区
民
投
票
の
実
施
を
求
め
る
。

答
区
民
の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
を
確
認
し

て
い
く
の
は
計
画
の
事
業
主
体
で
あ
る

国
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
区
民
へ
の

き
め
細
や
か
で
丁
寧
な
説
明
を
行
う
よ

う
、
引
き
続
き
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

防
災
へ
の
税
金
投
入
は
、
超
高
層
再
開

発
・
巨
大
道
路
で
な
く
、
住
宅
の
耐
震

化
の
拡
充
に
こ
そ

申
請
を
受
け
付
け
た
。
借
家
や
相
続
等

権
利
関
係
の
相
談
も
あ
っ
た
。

問
国
に
お
い
て
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す

る
政
令
が
施
行
さ
れ
た
が
、
概
要
や
区

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
避
難
路
の
障
害
防
止
の
た
め
、
一
定
規

模
以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
診
断

が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
制
度
と
区
の
助
成
制
度
を
活
用
し
、

塀
の
安
全
化
を
一
層
促
進
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
公
明
党
は
２

０
１
５
年
の
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、

千
人
以
上
の
定
員
拡
大
を
図
る
大
胆
な

方
策
を
求
め
た
。
区
の
総
合
的
待
機
児

童
対
策
は
認
可
保
育
園
増
設
を
中
心
に

行
っ
て
き
た
が
、
近
年
の
実
績
は
。

答
平
成
22
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
で
認
可

保
育
園
74
園
を
増
設
し
た
。
今
後
も
保

育
需
要
は
増
加
の
見
込
み
で
、
引
き
続

き
認
可
保
育
園
の
開
設
等
に
取
り
組
む
。

健
康
に
つ
い
て

問
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成

に
つ
い
て
、
高
齢
者
に
加
え
小
中
学
生

を
来
年
度
の
対
象
者
と
し
た
が
、
助
成

額
を
千
円
に
し
た
考
え
方
と
、
助
成
後

の
効
果
測
定
の
取
り
組
み
は
。

答
任
意
の
予
防
接
種
で
あ
る
こ
と
や
ワ
ク

チ
ン
の
価
格
等
を
考
慮
し
千
円
と
し
た
。

小
児
科
定
点
医
療
機
関
か
ら
の
イ
ン
フ

問
昨
年
は
大
き
な
災
害
が
相
次
い
だ
が
、

災
害
が
起
き
れ
ば
そ
の
被
害
は
個
人
の

対
応
責
任
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
に

な
る
。
地
震
な
ど
の
自
然
現
象
は
防
げ

な
い
が
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
予
防
に

重
点
を
置
い
た
対
策
の
抜
本
強
化
が
必

要
。
住
宅
耐
震
化
・
不
燃
化
支
援
事
業

は
不
燃
化
特
区
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い

る
が
、
全
区
へ
の
拡
大
と
期
限
の
延
長

を
求
め
る
。
あ
わ
せ
て
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
助
成
制
度
の
全
区
拡
大
を
求
め
る
。

答
ま
ず
は
木
密
地
域
に
お
け
る
不
燃
化
の

領
域
を
上
げ
る
た
め
、
重
点
的
に
組
ん

で
い
る
。
そ
れ
以
降
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
後
木
密
地
域
の
不
燃
化
の
度
合

い
を
鑑
み
て
検
討
し
て
い
く
。

若
者
が
希
望
を
抱
い
て
働
き
、
暮
ら
せ

る
品
川
を　
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
解
消
、

待
機
児
ゼ
ロ
、
住
宅
支
援
を
求
め
る

問
区
内
最
大
の
事
業
所
で
も
あ
る
品
川
区

は
、
率
先
し
て
人
間
ら
し
い
雇
用
の
場

を
作
る
べ
き
。
①
介
護
士
と
保
育
士
へ

の
区
独
自
の
賃
金
補
助
を
。
②
低
賃
金

で
不
安
定
な
待
遇
の
た
め
、
保
育
士
不

足
を
加
速
さ
せ
る
保
育
園
民
営
化
の
中

止
を
。
③
区
が
検
討
中
の
公
契
約
条
例

に
賃
金
の
下
限
を
盛
り
込
み
、
官
製
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
解
消
を
。

答
①
処
遇
改
善
加
算
等
に
よ
り
賃
金
の
上

昇
が
図
ら
れ
て
お
り
、
区
独
自
に
行
う

ル
エ
ン
ザ
患
者
数
や
、
教
育
委
員
会
か

ら
の
学
級
閉
鎖
等
の
報
告
数
の
推
移
に

つ
い
て
検
証
し
て
い
く
。

問
乳
幼
児
の
患
者
数
も
大
変
多
く
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
を
発
症
し
重
篤
化
す

る
と
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。
乳
幼
児

を
助
成
対
象
に
追
加
す
る
等
の
考
え
は
。

答
小
中
学
生
へ
の
接
種
費
用
助
成
の
状
況

等
を
踏
ま
え
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

問
公
明
党
は
昨
年
の
第
４
回
定
例
会
で
、

子
ど
も
す
こ
や
か
医
療
費
助
成
の
対
象

を
高
校
生
に
拡
大
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
来
年
度
予
算
案
に
高
校
生
医
療
費

助
成
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を
高
く
評

価
す
る
。
助
成
の
内
容
や
実
施
概
要
は
。

答
高
校
生
の
保
険
診
療
に
よ
る
入
院
医
療

費
の
自
己
負
担
分
、
お
よ
び
入
院
時
の

食
事
療
養
標
準
負
担
額
を
助
成
対
象
と

し
、
申
請
に
基
づ
き
支
給
す
る
。

問
受
動
喫
煙
に
つ
い
て
、
区
で
は
屋
外
対

策
を
先
行
実
施
し
、
路
上
喫
煙
禁
止
等

地
区
を
区
内
５
か
所
に
設
定
し
た
。
五

反
田
を
は
じ
め
設
置
さ
れ
て
い
る
指
定

喫
煙
所
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
が

不
十
分
だ
と
思
う
が
、
改
善
の
考
え
は
。

答
大
崎
駅
東
口
指
定
喫
煙
所
へ
は
本
年
度

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
大
井
町

城
南
信
金
前
指
定
喫
煙
所
は
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
化
を
前
提
に
、
移
設
を
含
め
た

検
討
を
し
て
い
る
な
ど
、
警
察
署
等
と

考
え
は
な
い
。
②
民
間
活
力
の
観
点
か

ら
予
定
ど
お
り
進
め
て
い
く
。
③
労
働

環
境
等
の
状
況
を
分
析
し
検
討
す
る
。

競
争
で
子
ど
も
を
追
い
込
む
品
川
「
教

育
改
革
」
か
ら
、
子
ど
も
の
権
利
条
約

活
か
し
た
教
育
へ
の
転
換
を

問
行
き
過
ぎ
た
学
校
ス
ダ
ン
ダ
ー
ド
が
子

ど
も
た
ち
の
息
苦
し
さ
を
加
速
し
て
い

る
。
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
書
か
れ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
品
川
で
は
保

証
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
例
え
ば
い
じ
め
、
不
登
校
等
の
対
策
に

つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て

お
り
、
そ
れ
ら
も
ま
さ
に
権
利
条
約
と

軌
を
一
に
す
る
と
考
え
る
。

大
軍
拡
、
安
倍
９
条
改
憲　

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
に
反
対
し
な

い
区
長
を
た
だ
す

問
首
相
が
改
憲
の
旗
振
り
を
す
る
こ
と
自

体
が
憲
法
尊
重
擁
護
義
務
に
違
反
す
る

暴
挙
。
安
倍
９
条
改
憲
を
と
め
る
た
め
、

地
方
自
治
体
の
役
割
を
発
揮
し
、
反
対

表
明
す
る
よ
う
求
め
る
。

答
憲
法
に
は
地
方
自
治
の
規
定
が
設
け
ら

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
自
治
法
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
は
住
民

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
け
る
行
政
を
自
主
的
に

担
う
と
さ
れ
て
お
り
、
国
と
の
役
割
分

担
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
る
。

調
整
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
に
つ
い
て

問
公
明
党
が
取
り
上
げ
て
き
た
、
児
童
・

生
徒
の
熱
中
症
予
防
や
災
害
時
の
避
難

環
境
整
備
の
た
め
の
学
校
体
育
館
の
空

調
整
備
に
つ
い
て
、
補
正
予
算
が
昨
年

第
３
回
定
例
会
で
成
立
し
た
。
区
長
選

公
約
を
実
現
し
、
今
年
夏
に
も
間
に
合

わ
せ
よ
う
と
す
る
速
や
か
な
事
業
着
手

を
高
く
評
価
す
る
。
今
後
改
築
が
予
想

さ
れ
る
築
年
数
の
古
い
体
育
館
を
含
め
、

本
格
整
備
の
全
体
像
は
。

答
31
年
度
中
に
29
校
に
配
置
し
、
改
築
計

画
校
は
改
築
に
あ
わ
せ
て
整
備
す
る
。

問
こ
の
夏
ま
で
に
整
備
が
行
わ
れ
な
い
体

育
館
の
応
急
的
な
冷
房
や
冬
の
暖
房
の

対
応
は
。
都
補
正
予
算
の
活
用
状
況
は
。

答
暑
さ
対
策
と
し
て
は
簡
易
型
の
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
を
配
備
し
、
暖
房
に
つ
い

て
は
既
に
配
備
済
み
の
石
油
ス
ト
ー
ブ

で
の
対
応
等
を
考
え
て
い
る
。
今
般
示

さ
れ
た
補
助
要
綱
の
内
容
を
精
査
し
、

補
助
申
請
を
進
め
て
い
く
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
政
策
・
財
政
運
営
の
基
本
的
考
え
方
と

羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て

　
・
人
権
問
題
と
し
て
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
に
つ
い
て

　
・
障
が
い
児
者
支
援
に
つ
い
て

　
・
商
品
券
に
つ
い
て

若
林
ひ
ろ
き
　
議
員

（
公
　
明
）

安
藤
た
い
作
　
議
員

（
共
　
産
）
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さ
ら
な
る
防
災
対
策
に
つ
い
て

問
立
会
川
の
上
流
か
ら
中
流
に
は
、
水
位

が
上
昇
し
て
も
あ
ふ
れ
る
水
を
食
い
と

め
る
パ
ネ
ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

下
流
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
設
置

に
向
け
た
取
り
組
み
の
状
況
は
。

答
ま
ず
は
河
口
か
ら
浜
川
橋
ま
で
の
左
岸

約
100
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て
、
平

成
31
年
度
の
早
い
時
期
に
パ
ネ
ル
を
設

置
す
べ
く
、
都
と
協
議
し
て
い
る
。

問
学
校
避
難
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
、

か
な
り
年
数
の
経
過
し
た
和
式
ト
イ
レ

で
あ
り
、
鍵
が
か
か
ら
な
い
な
ど
、
誰

も
が
使
用
し
や
す
い
と
は
言
え
な
い
と

の
声
が
あ
る
。
避
難
所
の
環
境
改
善
の

た
め
に
も
見
直
し
を
要
望
す
る
。

答
今
後
、
更
新
の
際
な
ど
に
使
い
や
す
さ

が
向
上
す
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

が
ん
対
策
に
つ
い
て

問
都
は
、
都
議
会
公
明
党
の
推
進
で
Ａ
Ｙ

Ａ
世
代
（
思
春
期
お
よ
び
若
年
成
人
）

の
が
ん
患
者
へ
の
支
援
を
始
め
て
い
る
。

こ
の
世
代
の
が
ん
患
者
へ
の
支
援
は
手

厚
く
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
。

答
様
々
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
も
重
な
る

世
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
悩
み
や
不
安
も

多
岐
に
わ
た
り
、
様
々
な
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
厚
労
省
の
委
託
を
受
け
て
、
社
員
の
が

ん
検
診
の
受
診
を
推
進
さ
せ
る
冊
子
を
、

が
ん
対
策
推
進
企
業
ア
ク
シ
ョ
ン
が
発

行
し
て
い
る
。
こ
の
冊
子
を
区
内
企
業

に
配
布
し
て
は
。

答
冊
子
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
中
小
企

業
セ
ン
タ
ー
で
の
活
用
を
図
る
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
商
工
会
議
所
等
を
通
じ
た

区
内
企
業
へ
の
配
布
も
検
討
し
て
い
く
。

教
育
に
つ
い
て

問
不
登
校
や
そ
の
傾
向
に
あ
る
児
童
・
生

徒
へ
の
支
援
の
場
と
し
て
、
２
０
１
８

年
度
か
ら
マ
イ
ス
ク
ー
ル
浜
川
を
開
設

し
、
マ
イ
ス
ク
ー
ル
八
潮
、
マ
イ
ス
ク

ー
ル
五
反
田
と
区
内
３
校
で
の
支
援
体

制
と
な
っ
た
が
、
活
用
実
績
、
成
果
は
。

答
八
潮
は
28
名
、
五
反
田
は
17
名
、
浜
川

は
14
名
が
利
用
し
て
い
る
。
各
適
応
指

導
教
室
の
持
つ
役
割
を
明
確
に
し
、
通

室
日
数
等
の
幅
を
広
げ
た
こ
と
で
八
潮

に
偏
る
こ
と
な
く
受
け
入
れ
が
可
能
と

な
り
、
通
い
や
す
い
体
制
に
な
っ
た
。

質
問
に
ま
と
も
に
答
え
な
い
、
何
を
聞

い
て
も
配
布
資
料
を
読
み
上
げ
る
だ
け

羽
田
新
ル
ー
ト
計
画
の
教
室
型
説
明
会

は
抜
本
的
に
改
善
を

問
羽
田
新
ル
ー
ト
計
画
の
教
室
型
説
明
会

で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
の
テ
レ
ビ
取
材
を
冒

頭
の
み
と
規
制
し
、
そ
の
後
の
説
明
会

で
も
国
は
マ
ス
コ
ミ
取
材
を
拒
否
し
続

け
て
い
る
。
取
材
を
認
め
る
べ
き
と
い

う
区
民
要
望
を
区
は
国
に
伝
え
た
の
か
。

答
区
は
国
に
対
し
、
取
材
を
断
る
理
由
が

な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
国
か
ら
は
、

取
材
に
よ
り
発
言
を
控
え
た
り
す
る
等

の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
会
場
内

で
の
取
材
は
断
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

高
す
ぎ
る
国
保
料
は
値
上
げ
で
は
な
く
、

引
き
下
げ
こ
そ　
子
ど
も
の
国
保
料
は

品
川
区
で
も
無
料
に

問
区
独
自
に
実
施
が
可
能
な
国
保
料
引
き

下
げ
と
し
て
、
既
に
他
自
治
体
で
も
始

ま
っ
て
い
る
子
ど
も
の
均
等
割
廃
止
を

改
め
て
求
め
る
が
、
い
か
が
か
。

答
負
担
を
一
般
財
源
で
賄
う
こ
と
と
な
り
、

非
常
に
困
難
と
考
え
て
い
る
。

23
区
で
最
低
の
整
備
率
の
改
善
へ

500
人
も
の
特
養
待
機
者
を
ゼ
ロ
に
す
る

増
設
計
画
を
つ
く
れ

問
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
希
望
者
の
う
ち
、

入
所
で
き
る
の
は
わ
ず
か
２
割
程
度
で

あ
る
。
全
員
の
入
所
が
可
能
な
特
養
ホ

ー
ム
増
設
計
画
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

答
過
去
５
年
間
の
特
養
ホ
ー
ム
整
備
で
、

231
人
の
定
員
増
を
図
り
、
本
年
４
月
の

民
設
特
養
ホ
ー
ム
開
設
も
支
援
し
て
き

た
。
現
在
、
小
山
台
住
宅
跡
地
に
も
特

養
ホ
ー
ム
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

障
害
者
の
尊
厳
守
り
日
常
生
活
を
保
障

す
る
相
談
支
援
体
制
や
施
設
整
備
な
ど

抜
本
的
拡
充
を

問
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
就
労
支
援
施
設
の

増
設
計
画
を
直
ち
に
立
て
、
具
体
化
を
。

答
第
５
期
障
害
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
増

設
を
進
め
て
い
く
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
今
で
も
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
商
店
街
や

区
民
の
暮
ら
し
を
壊
す
消
費
税
10
％
は

中
止
を

　
・
誰
も
が
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
新
馬
場

駅
南
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
区
長
か

ら
京
急
に
求
め
よ

新
妻
さ
え
子
　
議
員（公

　
明
）

石
田
ち
ひ
ろ
　
議
員（共

　
産
）

公
契
約
条
例
に
つ
い
て

問
労
働
環
境
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
煩
雑
な

事
務
や
二
重
帳
簿
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
べ
き
だ
が
？

答
事
業
者
の
負
担
を
少
な
く
、
必
要
な
内

容
を
取
得
出
来
る
よ
う
項
目
を
精
査
し

て
い
る
。
検
討
会
設
置
は
関
係
団
体
か

ら
の
要
望
、
意
見
や
他
区
の
事
例
を
踏

ま
え
検
討
す
る
。

新
た
な
時
代
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
各
計
画
や
要
領
、

予
算
や
事
業
に
ど
う
取
り
込
む
の
か
？

答
可
能
な
限
り
目
標
を
指
標
化
し
て
い
く

こ
と
な
ど
か
ら
取
組
み
を
進
め
る
。

問
Ａ
Ｉ
等
の
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
？

答
Ａ
Ｉ
等
の
導
入
に
よ
り
業
務
の
効
率
化

や
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
効
果
が
大

き
な
業
務
か
ら
導
入
を
進
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
区
民
に

対
し
て
ど
う
情
報
発
信
を
す
る
の
か
？

ま
た
対
案
等
を
区
と
し
て
検
討
・
提
案

を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
？

答
区
有
施
設
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

な
ど
必
要
な
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。

ま
た
引
き
続
き
区
民
の
安
全
・
安
心
を

優
先
し
た
対
応
を
国
に
求
め
て
い
く
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
今
後
ど

の
よ
う
な
検
討
を
す
る
の
か
？
ま
た
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
？

答
地
域
交
通
検
討
会
を
開
催
し
関
係
機
関

と
協
議
、
地
域
の
声
も
聞
き
地
域
公
共

交
通
の
利
便
性
の
向
上
に
取
組
む
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

問
品
川
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て
、
日
本

人
・
外
国
人
向
け
の
二
つ
が
必
要
と
思

う
が
？

答
交
通
機
関
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
広
告
、
ラ
ジ

オ
や
広
報
媒
体
を
活
用
。
ま
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
の
Ｐ
Ｒ
や
海
外
メ
デ
ィ
ア

の
活
用
も
検
討
。

問
選
手
と
区
民
の
交
流
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
取
組
む
の
か
？
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の

み
な
ら
ず
取
組
む
べ
き
で
は
？

答
多
く
の
区
民
が
興
味
を
持
て
る
よ
う
な

選
手
の
国
の
文
化
や
歴
史
を
体
感
出
来

石
田
し
ん
ご
　
議
員

（
民
・
無
）

る
交
流
等
多
様
な
取
組
み
を
検
討
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

問
自
然
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
こ
れ
か
ら
の
取
組
み
は
？

答
今
後
は
さ
ら
に
精
度
が
向
上
す
る
こ
と

か
ら
、
災
害
対
策
に
お
け
る
重
要
性
は

増
し
て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

問
災
害
時
の
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
民
間
清

掃
業
者
と
の
連
携
・
協
定
締
結
は
？

答
収
集
運
搬
車
両
な
ど
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。

問
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
に
お

い
て
は
女
性
の
視
点
や
ペ
ッ
ト
対
策
、

防
犯
対
策
な
ど
の
意
見
を
反
映
す
る
べ

き
で
は
？
ま
た
改
訂
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
？

答
女
性
へ
の
配
慮
な
ど
作
成
し
て
い
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
し
て
い
る
。
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
３
月
に
完
成
さ
せ
、
４
月
に

は
各
避
難
所
に
配
備
す
る
予
定
。

問
防
災
訓
練
に
お
い
て
地
域
に
合
っ
た
や

り
方
、
ま
た
人
口
増
加
や
街
の
変
化
に

伴
う
対
策
が
必
要
で
は
？

答
地
域
の
特
性
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て

優
先
順
位
を
定
め
、
訓
練
内
容
を
選
定

す
る
事
が
必
要
と
考
え
る
。

子
育
て
・
福
祉
に
つ
い
て

問
児
童
相
談
所
の
設
置
に
向
け
て
取
組
ん

で
い
る
が
こ
れ
は
都
か
ら
の
移
管
な
の

か
独
自
設
置
な
の
か
？

答
品
川
区
も
都
か
ら
の
事
務
移
管
を
受
け
、

設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
風
疹
予
防
に
つ
い
て
対
象
者
に
ど
う
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
？
ま
た
検
査
受
診

や
接
種
へ
の
取
組
み
は
？

答
対
象
者
全
員
に
制
度
開
始
前
に
個
別
に

お
知
ら
せ
す
る
予
定
。
検
査
で
は
国
が

示
す
方
針
に
沿
っ
て
企
業
の
検
診
時
な

ど
受
け
や
す
い
機
会
の
提
供
に
努
め
る
。

問
高
齢
者
施
設
の
入
所
・
利
用
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
？

答
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
定
員

965
人
と

な
る
。
そ
の
他
の
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
は

90
％
を
超
え
る
利
用
率
で
あ
る
。
今
後

も
在
宅
・
施
設
系
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

図
っ
て
い
く
。

教
育
に
つ
い
て

問
い
じ
め
対
策
は
自
分
の
意
見
を
持
つ
・

主
張
で
き
る
子
ど
も
を
増
や
す
事
が
対

策
に
効
果
が
有
る
と
考
え
る
が
？

答
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に

行
動
す
る
意
識
や
態
度
を
育
ん
で
い
る
。

問
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
次
世
代
教
育
に

つ
い
て
今
後
の
展
開
は
？

答
今
後
は
新
た
な
学
び
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
へ
の
展
開
な
ど
も
見
据
え

つ
つ
、
学
習
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
の

拡
大
に
繋
げ
て
い
く
。
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「
非
核
平
和
都
市
品
川
宣
言
」
に
つ
い

て問
宣
言
事
業
の
啓
発
と
し
て
「
平
和
の

種
」配
布
と「
し
な
が
わ
平
和
の
花
壇
」

を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
。

答
記
念
事
業
等
で
啓
発
の
お
知
ら
せ
を
添

え
て
種
子
を
配
布
し
た
い
。
花
壇
に
は
、

様
々
な
花
も
加
え
、
区
民
の
平
和
に
対

す
る
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

問
非
核
平
和
都
市
品
川
宣
言
35
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
へ
の
青
年
世
代
の
参
画
を
ど

の
よ
う
に
促
進
す
る
の
か
。

答
若
い
世
代
が
多
く
参
加
で
き
る
よ
う
、

春
休
み
期
間
中
の
土
曜
日
に
実
施
す
る
。

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

へ
の
品
川
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
解
す
る
研
修
と
し
て
、

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
導
入
し
て
は
。

答
楽
し
み
つ
つ
学
べ
る
も
の
と
捉
え
て
お

り
、
効
果
的
な
理
解
促
進
の
手
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
や
す
い
具
体

的
な
行
動
と
し
て
、
人
や
社
会
、
環
境

に
配
慮
し
た
物
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
で

消
費
す
る
エ
シ
カ
ル
消
費
の
周
知
啓
発

を
求
め
る
。

答
消
費
者
月
間
で
の
Ｐ
Ｒ
や
、
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

推
進
に
つ
い
て

問
区
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
の
ボ
ッ
チ
ャ

と
パ
ラ
・
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
事

前
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致
す
る
が
、
区
民
と

の
交
流
の
機
会
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ

て
い
く
の
か
。

答
選
手
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
検
討

し
、
区
民
が
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
身
近
に

感
じ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
都
の
学
校
連
携
観
戦
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
は
対
象
に
含

ま
れ
て
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の
競
技

観
戦
に
つ
い
て
区
の
考
え
は
。

答
通
う
施
設
に
よ
っ
て
差
が
出
な
い
よ
う
、

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
対
象
の

拡
大
を
引
き
続
き
申
し
入
れ
し
て
い
く
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
健
康
・
福
祉
都
市
品
川
に
つ
い
て

　
・
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
品
川
区

に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

問
災
害
時
の
状
況
把
握
手
段
と
し
て
、
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

災
害
後
に
機
械
・
人
材
の
提
供
を
待
つ

の
で
は
な
く
、
職
員
が
緊
急
的
に
対
応

で
き
る
体
制
の
構
築
も
必
要
で
は
。

答
災
害
時
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
職

員
に
よ
る
操
縦
の
た
め
の
研
修
の
受
講

や
機
材
の
購
入
を
進
め
て
い
く
。

問
災
害
時
に
は
携
帯
電
話
通
信
が
使
え
な

く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
各
避
難
所
に

対
し
て
公
共
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
の
整
備
を
。

答
通
信
事
業
者
が
進
め
て
い
る
、
広
域
的

な
無
線
環
境
で
あ
る
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
を
活

用
し
た
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問
避
難
所
へ
の
蓄
電
池
お
よ
び
発
電
機
の

配
備
と
あ
わ
せ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
充
電
機
器
の
配
備
を
。

答
区
民
避
難
所
や
区
有
施
設
等
に
充
電
の

た
め
の
蓄
電
池
や
充
電
器
を
来
年
度
配

備
す
る
予
定
で
あ
る
。

福
祉
・
衛
生
に
つ
い
て

問
許
可
を
得
た
民
泊
で
も
管
理
人
が
い
な

い
場
合
が
多
く
、
ご
み
出
し
の
問
題
が

出
て
い
る
。
ご
み
や
集
積
所
の
管
理
に

つ
い
て
、
苦
情
件
数
や
改
善
の
状
況
は
。

答
法
施
行
か
ら
８
件
の
苦
情
が
あ
っ
た
。

事
業
者
へ
の
指
導
に
よ
り
生
活
環
境
の

悪
化
は
回
避
さ
れ
て
い
る
が
、
排
出
状

況
調
査
を
継
続
し
環
境
維
持
に
努
め
る
。

教
育
支
援
に
つ
い
て

問
現
在
、
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
区

独
自
の
奨
学
金
制
度
が
あ
る
が
、
大
学

生
を
対
象
と
し
た
無
利
息
貸
与
型
の
奨

学
金
の
創
設
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

答
高
等
教
育
無
償
化
法
案
を
閣
議
決
定
し

て
お
り
、
都
や
大
学
等
も
さ
ま
ざ
ま
な

制
度
を
設
け
て
い
る
た
め
、
大
学
ま
で

の
奨
学
金
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
。

観
光
に
つ
い
て

問
外
国
人
観
光
客
の
最
近
の
傾
向
と
し
て
、

史
跡
等
の
有
名
ス
ポ
ッ
ト
に
行
く
よ
り

も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト

へ
行
く
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
品
川
区

を
訪
問
先
と
し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
今
年
度
は
、
中
国
や
台
湾
、
タ
イ
の
人

気
ブ
ロ
ガ
ー
を
招
聘
し
、
区
内
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
の
体
験
を
ブ
ロ
グ
か
ら
発
信

す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

つ
る
伸
一
郎
　
議
員（公

　
明
）

芹
澤
裕
次
郎
　
議
員（自

・
未
）

配
偶
者
に
よ
る
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
に
つ
い
て

問
母
親
へ
の
暴
力
を
目
の
当
た
り
に
し
、

恐
怖
心
か
ら
精
神
不
安
定
に
な
り
、
身

体
症
状
が
出
て
く
る
子
ど
も
も
多
い
。

こ
の
よ
う
な
情
景
を
子
ど
も
に
見
せ
な

い
環
境
を
応
援
す
る
身
近
な
相
談
窓
口

の
増
強
が
必
要
で
は
。

答
平
成
31
年
度
か
ら
は
子
育
て
ネ
ウ
ボ
ラ

相
談
員
を
増
員
し
、
よ
り
相
談
し
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
ほ
か
、
児
童
相
談

所
の
開
設
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
の
機
能
の
再
構
築
と
強
化
を
進
め
、

相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
発
災
時
の
在
宅

避
難
に
つ
い
て

問
甚
大
な
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

デ
ー
タ
改
ざ
ん
さ
れ
た
免
震
ダ
ン
パ
ー

を
使
っ
て
い
る
区
内
の
物
件
を
調
査
し
、

早
急
に
交
換
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

答
国
土
交
通
省
に
よ
る
全
製
造
業
者
へ
の

調
査
が
既
に
完
了
し
、
対
象
建
築
物
の

構
造
安
全
性
の
検
証
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。
速
や
か
な
是
正
が
行
わ
れ
る
よ

う
製
造
業
者
を
指
導
し
て
い
く
。

聴
覚
障
害
者
支
援
に
つ
い
て

問
区
役
所
で
試
験
導
入
さ
れ
た
遠
隔
手
話

通
話
サ
ー
ビ
ス
「
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ン
」

を
存
続
さ
せ
、
聴
覚
障
害
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
希
望
す
る
。

答
試
験
導
入
し
た
と
こ
ろ
好
評
で
あ
っ
た

た
め
、
４
月
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
し
、

貸
出
用
機
器
も
用
意
す
る
。
今
後
、
手

話
フ
ォ
ン
も
含
め
、
使
い
や
す
い
方
法

等
に
つ
い
て
当
事
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

環
境
保
全
活
動
に
つ
い
て

問
来
年
、
品
川
区
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
が
開
催
さ
れ
る
が
、
区
に
来
訪
さ
れ

る
外
国
の
方
々
な
ど
に
、
ど
の
よ
う
に

環
境
保
全
啓
発
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答
環
境
保
全
の
重
要
性
等
の
周
知
方
法
と

し
て
、
区
が
設
置
す
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ハ
ウ
ス
の
活
用
等
を
検
討
し
て
い
く
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
形
骸
化
の
是
正
に

つ
い
て

　
・
わ
！
し
な
が
わ
巡
り
（
コ
コ
シ
ル
品
川
）

に
つ
い
て

人
口
増
加
に
よ
る
課
題
対
策
に
つ
い
て

問
品
川
区
も
外
国
人
が
継
続
的
に
増
え
て

い
る
が
、
防
災
や
救
命
救
急
等
に
つ
い

て
は
通
訳
も
必
要
で
あ
る
。
言
葉
の
壁

に
対
す
る
区
の
取
り
組
み
は
。

答
日
本
人
の
区
民
な
ど
を
対
象
に
、
外
国

人
が
理
解
し
や
す
い
、
や
さ
し
い
日
本

語
講
座
等
を
来
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

問
人
口
増
加
の
現
状
を
見
る
と
、
将
来
子

ど
も
が
学
区
域
内
の
近
く
の
学
校
に
行

け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
学
校
選
択
で
希
望
が
か
な
わ
な
い
場
合

で
も
、
全
て
の
児
童
・
生
徒
を
学
区
域

内
の
学
校
で
必
ず
受
け
入
れ
て
い
く
。

福
祉
政
策
の
強
化
、
推
進
に
つ
い
て

問
特
養
の
整
備
、
在
宅
介
護
の
支
援
な
ど

政
策
の
メ
ニ
ュ
ー
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

人
口
増
加
を
見
越
し
た
対
応
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
現
在
進
め
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
体

制
を
強
化
し
、
元
気
高
齢
者
、
自
立
支

援
高
齢
者
、
要
介
護
高
齢
者
に
対
応
し

た
適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行

っ
て
い
く
。

犯
罪
対
策
、
家
族
の
問
題
に
つ
い
て

問
区
立
児
童
相
談
所
の
開
設
に
当
た
っ
て

は
、
教
育
と
福
祉
の
連
携
、
警
察
や
弁

護
士
と
の
連
携
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
子
ど
も
に
対
す
る
心
理

的
虐
待
の
現
状
と
児
童
相
談
所
の
開
設

に
当
た
っ
て
の
今
後
の
検
討
状
況
は
。

答
平
成
29
年
度
は
児
童
相
談
所
と
区
で
約

300
件
の
心
理
的
虐
待
等
の
相
談
を
受
け

付
け
た
。
関
連
機
関
と
の
連
携
を
含
め
、

児
童
相
談
所
開
設
後
に
お
け
る
相
談
行

政
の
あ
り
方
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て

問
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
地
域
に
よ
り
非

常
に
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
に
終
わ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
訓
練
の
実
質
内
容
の
差
が
生
じ
る

原
因
は
。
ま
た
、
区
民
が
必
要
性
を
自

ら
認
識
す
る
た
め
の
区
の
情
報
提
供
は
。

答
防
災
区
民
組
織
に
対
し
、
訓
練
事
例
集

の
配
布
や
区
職
員
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
き
た
。
地
域
間
の
差
は
、
地
域

ご
と
の
被
害
様
相
の
違
い
や
防
災
意
識
、

あ
る
い
は
訓
練
担
当
者
の
経
験
、
知
識

の
差
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

高
橋
　
伸
明
　
議
員（自

・
未
）

松
永
よ
し
ひ
ろ
　
議
員

（
民
・
無
）
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特別委員会の活動
２月～３月

2月から3月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

常任委員会の活動
２月～３月

2月から3月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです。

総務委員会
2月25日	� 議案審査５件。
2月26日	� 報告6件（平成31年度都区財政調整、第23回品

川区世論調査、男女共同参画のための品川区行
動計画第5次等の策定、受動喫煙対策強化に伴
う 総合庁舎屋内
の禁煙化、固定資
産税および都市
計画税 の 軽減措
置の継続など）に
ついて質疑。

区民委員会
2月25日	� 報告３件（専決処分の報告、オリジナル出生届の

配布、しながわ文化プログラム推進事業助成）に
ついて質疑。

2月26日	� 品川歴史館を視察。

文教委員会
2月25日	� 議案審査９件。
	� 請願・陳情審査２件。
	 専決処分の報告について質疑。
2月26日	� 報告４件（平成30年度品川区教育委員会事務事

業の点検および評価報告書、平成30年度イン
フルエンザ様疾患に
よる臨時休業措置状
況、学事制度見直し
案、区立幼稚園・保
育園におけるインフ
ルエンザ発生状況）
について質疑。

建設委員会
2月25日	� 議案審査4件。
	 請願・陳情審査14件。
	 専決処分の報告について質疑。
2月26日	� 報告９件（品川区空き家等対策計画、中延二丁

目旧同潤会地区防災街区整備事業に伴う施設建
築物の竣工、武蔵小山賑わい軸街並み再生方針

（案）の説明会開催、区内の魅力的な建築物の公
開イベント「オープンしなけん」、勝島歩道橋
南側エレベーター整
備の工事計画の変更、
目黒川安全航行啓発
イベントの実施など）
について質疑。

厚生委員会
2月25日	� 議案審査４件。
	� 請願・陳情審査７件。
	� 健康増進法の改正および東京都受動喫煙防止条

例の制定の報告について質疑。
2月26日	� 報告６件（東品川シルバーセンターの大規模改

修に伴うゆうゆ
うプラザへの転
換、障害者福祉
事業の整備状況
など）について
質疑。

	� 平塚ゆうゆうプ
ラザを視察。

行財政改革特別委員会
2月27日	� 請願・陳情審査２件。
	� 特定事件調査のまとめについて決定。
	 ①基礎自治体のあり方に関すること
	 ②区有施設・公有地等活用に関すること
	 ③偏在税制に関すること

オリンピック・パラリンピック
推進特別委員会

2月28日	� 請願審査1件。

	� 「障害者スポーツの推進に関すること」をテーマ
に、調査・研究。

	� 日本財団パラリン
ピックサポートセ
ンターを視察。

	� 清泉女子大学と区
のコラボ授業の報
告について質疑。

予算特別委員会
　予算特別委員会は、3月4日から18日のうちの計 8 日間
にわたり平成31年度予算および平成30年度補正予算の審
査を行いました。最終日の 3月18日には、平成31年度予
算について、各会派を代表して10人の委員が各会計歳入
歳出予算の全般にわたり総括質疑を行いました。
　その後、各会派より意見表明を行い、採決をしました。
　（各会派の意見表明は、4 〜 5 ページに掲載。）
　総括質疑における質問の要旨は、以下のとおりです。

〈総括質疑〉
本多 健信 委員 ( 自・未 )
防災対策強化（ブロック塀の除却費助成、防災協定等）、
高齢者への思いやり、後世に残し伝えたい取組みについて

伊藤 昌宏 委員 ( 自・未 )
防災対策（ＳＮＳ等を活用した防災意識の向上施策等）、
ＩＣＴ化推進（ＩＣＴ化を進める業務分野等）について

あくつ 広王 委員 ( 公明 )
品川区におけるＳＤＧｓの推進（区の姿勢、担当部署の設
置等）、区立小・中学校給食、区民交通傷害保険について

塚本 よしひろ 委員 ( 公明 )
防災対策（空き家の除却の実績と密集市街地解消等）、子
育て・教育（短時間就労者への入園支援等）について

中塚 亮 委員 ( 共産 )
羽田新飛行ルート（区の反対表明、落下物対策、区民世論、
区民投票の実施）について

鈴木 ひろ子 委員 ( 共産 )
国民健康保険（構造的な問題、子どもの均等割無料化等）、
特別養護老人ホーム（増設計画の作成等）について

木村 けんご 委員 ( 民・無 )
非核平和都市品川宣言、人権啓発（青少年への人権指導等）、
地域スポーツ支援、心の健康づくり事業について

大倉 たかひろ 委員 ( 民・無 )
シティプロモーション（「わ！しながわ」の活用、リバース・
グラフィティ等）、にぎわいの創出、防災について

須貝 行宏 委員 ( 無品 )
１０連休の対処方針（ごみ収集、保育サービス、危機管理
体制等）、プレミアム付区内共通商品券、いじめについて

田中 さやか 委員 ( ネット )
まちづくり（建物の高さ、容積率等を制限する条例の制定
等）、羽田新飛行ルート、ヤングケアラーの問題について

品川歴史館(大井六丁目11番)。右は茶室「松滴庵」の様子。

平塚ゆうゆうプラザ
（平塚二丁目10番）

日本財団パラリンピック
サポートセンター

（港区赤坂 日本財団ビル4階）
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品川区議会議長あてに提出された請願・陳情について、結果をお知らせします。
請願・陳情についての議事内容等については、本会議や各付託委員会の会議録をご覧ください。

請願・陳情の結果   平成31年第１回定例会

※�採択：区議会として、ご希望に賛同します。　趣旨採択：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。　不採択：区議会として、ご希望に賛同しかねます。
　継続審査：継続審査となった請願・陳情は、議員の任期満了（4月30日）とともに、審議未了となります。

採択し、区長に報告を求めた請願・陳情について

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号  結 果※

総務委員会 情報公開請求の開示文書に漏れがないよう検証を求める陳情 平成31年 
陳情 第6号 継続審査

厚生委員会

国保料引下げと子どもの国保料無料化を求める請願 平成31年 
請願 第6号 不採択

特養ホームと老健施設の増設を求める請願 平成31年 
請願 第7号 不採択

受動喫煙防止条例の早期制定に関する陳情 平成28年 
陳情 第5号 不採択

品川区における、バランスのとれた受動喫煙防止対策を求める陳情 平成28年 
陳情 第6号 継続審査

東京都品川区における、バランスのとれた受動喫煙防止対策を求める陳情 平成28年 
陳情 第7号 継続審査

品川区における受動喫煙防止に関する陳情 平成28年 
陳情 第8号 継続審査

東五反田事件について相談支援の対応に問題がなかったか検証を求める陳情 平成31年
陳情 第3号 趣旨採択

｢野良猫対策」及び「区政の更なる質の向上」に関する陳情（陳情項目1・2） 平成31年 
陳情 第5号 継続審査

建設委員会

区が羽田空港増便による新低空飛行ルート撤回を国に強く要請することに関する請願 平成30年 
請願 第17号 継続審査

区が羽田空港増便による新低空飛行ルート計画のアンケート調査をすること、区独自の
教室型説明会を開催することに関する請願

平成30年 
請願 第18号 継続審査

都営地下鉄中延駅（東中延２丁目口）のエレベーターなどの設置に向け、品川区が東京都
と連携して取り組むことを求める請願

平成30年 
請願 第21号 継続審査

コミュニティバスの運行を求める請願 平成30年 
請願 第22号 継続審査

羽田空港の増便とルート変更計画で、国交省と区長が面談して理解あるいは容認をした
と聞くが、品川区民の生命及び健康を損なう、大型ジェット旅客機が発する低周波音公
害の調査をし、住民の理解を得るべく周知徹底を求める請願

平成31年 
請願 第1号 継続審査

再開発高層マンション・ビルへの補助金の見直しを求める請願 平成31年 
請願 第2号 不採択

国の方針に従い補助29号線の見直しを求める請願 平成31年 
請願 第3号 不採択

航空機騒音が健康被害をもたらすという世界保健機関（WHO）の知見により、新飛行
ルート撤回を区長が国と交渉することに関する請願

平成31年 
請願 第4号 継続審査

特定整備路線　放射２号線の計画を見直し中止を求める請願 平成31年 
請願 第9号 不採択

東京都に「柏崎刈羽原発に頼らない脱炭素の『東京再生可能エネルギー計画』策定を
求める意見書」の提出を求める請願

平成31年 
請願 第10号 不採択

区長が、羽田空港増便による新飛行ルートについて、国に対し見直しを求める交渉を
することに関する陳情

平成30年 
陳情 第12号 継続審査

羽田空港新ルート見直しと説明会開催に関する陳情 平成30年 
陳情 第13号 継続審査

コミュニティバスの運行を求める陳情 平成30年 
陳情 第20号 継続審査

羽田新飛行ルート計画の教室型説明会を報道機関に公開するよう求める陳情 平成31年 
陳情 第4号 継続審査

文教委員会
一人ひとりの子どもが大切にされる品川区を求める請願 平成31年 

請願 第5号 不採択

小中学校の給食費の無償化を求める請願 平成31年 
請願 第11号 不採択

議会運営委員会 ｢野良猫対策」及び「区政の更なる質の向上」に関する陳情（陳情項目3・4） 平成31年 
陳情 第5-2号 継続審査

行財政改革
特別委員会

都営住宅跡は特養ホームなど区民の願い実現の活用を求める請願 平成31年 
請願 第8号 継続審査

「小山台公園の都市計画変更」について住民への丁寧な説明を求める陳情 平成31年 
陳情 第2号 継続審査

オリンピック・
パラリンピック
推進特別委員会

第32回オリンピック競技大会（2020 ／東京）における競技施設等工事において、労働
災害防止および「持続可能性に配慮した調達コード（長時間労働の禁止等）」順守の徹
底を求める意見書提出に対する請願

平成30年 
請願 第4号 継続審査

学校給食の牛乳にプラスチックストローを使用しないことを求める請願

　品川区議会で採択された請願の趣旨は、学校給食でのプラスチックストローの使用を見直し、
代替方法を導入するよう学校牛乳の供給関係団体に働きかけを求めるものでした。
　このため、教育委員会事務局としましては、学校牛乳の供給関係団体であります、東京都教
育庁、公益財団法人東京都学校給食会、雪印メグミルク株式会社に対し、本請願の趣旨を伝え
ました。

「もっと知りたい！」におこたえします

区議会ホームページ トップ画面（パソコン）

❶

❸

　会議録検索から、本会議・
委員会の会議録をご覧に
なれます。

　区議会の会議録❸
　インターネット中継から、本
会議の代表・一般質問等や予算・
決算特別委員会総括質疑の映
像をご覧になれます。

　区議会の映像❶

❷

一般質問の映像や本会議・委員会の会議録等は、区議会ホームページからご覧になれます。
（スマートフォンやタブレット端末からもご覧になれます）

　区議会の活動から、本会
議や委員会の予定・結果、
資料等をご覧になれます。

　区議会の活動❷

　本会議で採択し、区長に報告を求めた請願・陳情の処理経過および結果について、
議長あてに報告がありましたので、次のとおりお伝えします。
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❷
❶

❹

❻

❺

❹
❸

開かれた区議会をめざして、取り組みを進めています
だれにでも分かりやすい、親しみやすい

2001年（平成13年）：本会議のケーブルテレビ放送を開始。
2002年（平成14年）：予算・決算特別委員会総括質疑のケーブルテレビ放送を開始。
2003年（平成15年）：品川区議会ホームページを開設、会議録検索システムも開始。
2010年（平成22年）：本会議等のインターネット録画中継を開始。
2011年（平成23年）：議会のあり方検討会を設置。
2014年（平成26年）：本会議のインターネット生中継を開始。
2015年（平成27年）：＜今任期の取り組み＞
	 議会改革検討会を設置。あわせて、議論をより深く、スピーディーに
	 行うための3つの分科会（住民参加・情報発信・議会機能強化）も設置。
2016年（平成28年）：区議会ホームページをリニューアル（「こどものページ」などのページの新設、
	 音声読み上げ機能・ふりがな機能の追加など）。
	 議会広報番組を作成し、ケーブルテレビ放映や区議会ホームページ上
	 での公開を開始。
	 第１回議会報告会を開催し、140名を超える参加者と意見交換等を実施。
	 品川女子学院生徒との意見交換会を初開催。
2017年（平成29年）：議員が主体となって議会改革に取り組むために、
	 ４つの会議体（議会改革推進会議、議会報告会等準備会議、広報会議、
	 ICT推進会議）を設置。
	 第2回議会報告会を開催。
	 品川女子学院生徒との意見交換会（第２回）を開催。
	 インターネット中継のスマートフォン・タブレット対応を開始。
	 本会議・委員会でのタブレット端末を活用した審議を開始。
2018年（平成30年）：区議会だよりをリニューアル（区議会議員により編集）。
	 区議会だよりの電子書籍（デジタルブック）配信を開始。
	 第3回議会報告会を開催。
	 品川女子学院生徒との意見交換会（第3回）を開催。
	 本会議場の演壇周辺等をバリアフリー化。
	 議会棟５階に「だれでもトイレ」を設置。

　品川区議会は、より多くの方に身近に感じていただける開かれた区議会をめざし、取り組みを続け
てきました。これまでの主な取り組みを振り返るとともに、今後の取り組みについてご紹介します。

そして、これから・・・
2019年：聴覚障害者のための音声文字化システム導入に向けて準備を進めています
　現在、区議会では、聴覚障害者のための音声文字化システムについて、2019年度内の導入を
めざし準備を進めています。この音声文字化システムでは、本会議場で発言のあった音声データ
をクラウドサーバー上の文字化システムへ送信し、文字データに変換します。システム導入後は、
区議会事務局で貸し出しするタブレット端末を使用してリアルタイムで発言内容を閲覧できるよ
うになります。

だれでもトイレ

第1回議会報告会

本会議場をご紹介します
　区議会の本会議場は、全議員が集まって会議を行い、区議会の意思を決定する重要な場所です。
　議員による区政についての代表質問・一般質問等も、この本会議場で行われます。
　本会議場の施設等をご紹介します。

　傍聴席の定員は77人
です。（車いす席4人を
含みます）傍聴席の主な
設備は右のとおりです。

車いす用スペース
　車いす用のスペースが
4人分あります。

段差解消機
　議会棟5階と傍聴席を
つなぐ簡易型エレベー
ターです。

難聴者補助設備
（磁気ループ）

　磁気ループに対応する
補聴器をご利用の方は、
そのままご使用可能です。
ご希望の方には受信機を
お貸しします。

　区長および理事者が着席する席です。理事者席は
演壇をはさんで両側にあり、議員席と向かい合って
います。
※理事者とは、区の仕事をしている部長等のことをいいます。

（※）

　議員が着席する席です。
着席する席は決まって
います。各席に設置さ
れているマイクは、議
員が自席から発言する
際に使用します。

　議長が着席する席です。議長はここから本会議を
進行します。議長席の隣には区議会事務局長の席が
あります。

　議員や区長・理事者
が発言する場所です。
平成30年度に段差解消
を図り、車いす等を利
用したまま発言を行え
るようにしました。

❸ 区長席　❹ 理事者席 ❶ 議　長　席

❷ 演　壇❺ 議　員　席

❻ 傍　聴　席

本会議場 傍聴席

（発言内容をタブレット
端末で閲覧可能）

○○に
つきまして
は・・・

○
○
に

つ
き
ま
し
て
は
…

文字音声文字化
システム音声
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　区議会では、区内の小・中・義務教育
学校からの本会議傍聴や職場訪問なども
受け入れています。

区内小学校からの見学なども
受け入れています

全国の地方議会が品川区を視察（平成30年度）
　議員は、議会活動や政策立案等に役立てるため、先進自治体の様々な事業について調査を行います。
　平成30年度は、品川区が進める特色ある施策について、111議会から視察の申込があり、議会日程や区
の行事等の関係で、このうち36議会の視察を受け入れました。
　平成30年度の視察受け入れ数の内訳は以下のとおりです。

各月の視察受け入れ数の内訳

視察項目ごとの視察受け入れ数の内訳

区議会だよりは、11名の区議会議員で構成する広報会議が編集をしています。

月 来訪数 自治体名 主な視察項目
4月 1 ・港区議会会派 ・しながわ防災体験館

5月 6 ・宇都宮市議会会派
・目黒区議会議会運営委員会 他

・ごみの戸別収集
・議会におけるタブレット端末の導入

6月 2 ・札幌市議会会派
・名古屋市議会会派

・産後のヘルパー等の利用助成
・要介護度改善ケア

7月 7 ・東大阪市議会文教常任委員会
・府中市議会文教委員会 他

・小中一貫教育
・プログラミング教育

8月 5 ・春日市議会会派
・北区議会会派 他

・すまいるスクール事業
・高齢者住宅生活支援サービス事業

9月 2 ・大崎市議会会派
・中之条町議会総務企画常任委員会

・浅間台小学校のサントレ教育
・しながわ防災体験館

10月 8 ・高知市議会会派
・武雄市議会議会改革等調査特別委員会 他

・町会・自治会の活性化
・タブレットを中心とした議会改革の取り組み全般

11月 0
（区議会定例会の会期中だったため、視察を受け入れできませんでした）

12月 0

1月 3 ・鹿児島市議会会派
・鳥取市議会会派 他

・発達障害者支援・学校跡地高齢者施設
・大崎図書館

2月 2 ・鯖江市議会会派
・浜松市議会事務局

・産業支援交流施設ＳＨＩＰ
・議会バリアフリー化・登庁表示システム等

3月 0 （区議会定例会の会期中だったため、視察を受け入れできませんでした）
計  36議会 （のべ231人）

次回の区議会だよりは
5月23日に発行します

　次回の区議会だよりは、4月21日執行
の区議会議員選挙の結果や選出された 
区議会議員について、4ページ構成で 
お知らせする予定です。

議会改革 7

教育改革（小中一貫教育、  
市民科、英語科等） 6

その他各 1 件
（ ごみの戸別収集、
要介護度改善ケア、
産後のヘルパー等の利用助成、
町会・自治会の活性化など） 10

しながわ
防災体験館 5

すまいるスクール事業 3

大崎図書館 3

高齢者住宅生活支援
サービス事業 2


